第３学年○組　　道徳指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　平成24年11月28日　火曜日　第５時
指導者　○　○　○　○
１　主　題　名　　　すすんできまりを守って　４－（１）規則の尊重・公徳心
２　主題設定の理由
(1) 価値観
　　社会や学校など，集団で行動するためには一人一人がきまりや約束を守ろうとする意識が備わっていなければならない。また，グループ行動ではきまりの中で個々の意見を尊重しながら見学を行う協調性も必要となる。社会見学など校外での学習が増える３年生の段階で，「少しくらいならいいだろう。」などという安易で自己中心的な考えに走らず，規則やきまりの意義を理解させ，進んで守ろうとする意欲を高めることは意義がある。
(2) 児童観
　　グループでの話し合い活動では，司会者が進行することが定着し，進んで意見を言ったりまとめたりする姿が見られる。きまりを守って学校生活を送る態度も身に付いてきている。しかし，校外学習ではおもしろそうなものや子どもの興味を引くコーナーが設置されており，つい見学に来たことも忘れ，調子に乗って遊んでしまう姿が見られた。校外に出たときにもきまりを守って見学することの大切さを頭では分かっていても，誘惑に負けてしまう様子は本資料の子どもの姿と重なる。
 (3) 資料観

　　博物館で諸注意を聞いた後，けんじたちはグループで見学を開始するが，グループ内で順序通りに回ろうとする“けんじ”や“あい”に対して，ゲームができるコンピュータのある部屋へ先に行こうと誘う“みき”に“たくや”が賛成し，結局は“けんじ”も流されてしまい，先回りして行こうと走って階段を降りたところ，転んで足を骨折してしまうという話である。

それぞれの登場人物の会話が話の流れになっているので，登場人物のせりふを中心に流れを押さえ，気持ちの変化を捉えることができる資料である。
３　本時のねらい
　оきまりの大切さに気付き，進んできまりを守っていこうとする気持ちを高める。
４　準備・資料
о中心資料名「はくぶつかんたんけん」　出典「明るい心」（愛知県教育振興会）
　о教師・・・場面絵，台詞を書いた短冊，ワークシート
５　指導過程
	段階
	学　　　習　　　活　　　動
	時間
	指　導　上　の　留　意　事　項

	方向付
け
	１　名古屋市農業センターに行ったことを振り返り，気を付けたことは何かを発表する。
・ばらばらにならない。

・走らない。

・しっかりメモを取る。

２　資料を読んで話し合う。

・きまりを守ろう。

・いちいち言わなくてもいいのに。

・うるさいなあ。

・早く見たいのに。

・きまりは守らなければいけない。

・順番通りに行ったほうがいいのに。

・楽しいほうがいい。

・早くいかなきゃとられてしまう。

・まあ，少しぐらいいいかな。

・昔の道具は後から見ればいい。

・もっと気を付けていればよかった。

・きまりを守って行動すべきだった。

・順序通りに行けばよかった。
・走らなければよかった。
３　気付いた価値をもとに自分の生活を振り返る。

　・みんなで行動するときには，きまりを守って行動をしなくてはいけない。
・きまりは安全に見学するためには必要だ。
　
４　教師の話を聞く。

・きちんとした行動によってたくさん学べる。

・礼儀正しいほうが気持ちがよい。

・周りに迷惑をかけないように気を付けたい。
	5
	о社会科の商店見学や社会見学のきまりを思い起こさせ，ねらいとする価値へ方向付けをする。
о資料を範読し，場面絵を用いてあらすじを確認する。
оけんじの気持ちを考えていくことをおさえる。
оきまりを頭では理解しているが，それほど真剣に考えていないことに気付かせる。
о挿し絵と登場人物の会話を色分けした紙に書いて黒板に示す。
о4人の登場人物の会話をおさえ，けんじの気持ちを考えさせる。
о順序を守ろうとする気持ちを揺さぶられるところを考えさせる。

о少しくらいなら…という，きまりに対する安易な気持ちがだれにでもあることに気付かせる。


　　　　　　　　　　　　　

оただ，走ったことだけが原因にならないようグループ全体の態度を思い出させる。

оきまりを守らなかったことを後悔している点に気付かせる。
о事故に至るまでの班のメンバーの言動をもとに，社会見学でのきまりに気付かせる。
評自分の行動を後悔するけんじの気持ちを考えることができる。(発表・ワークシート)
評集団行動では，きまりを守ることが大切であることに気付くことができる。

　　　　　　　　　　　（発表・ワークシート）
оきまりを守って，楽しく貴重な体験をした６年生の修学旅行の話を聞く。
о集団生活では，みんながきまりを守ることによって大事な時間を過ごすことができるということを押さえる。
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６　本時の評価
оきまりの大切さに気付き，集団行動ではみんなで規則を守ることによって気持ちよく学びの時間を過ごすことができることに気付くことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（発表・ワークシート）
７　ねらいに迫る力点
о社会見学に行ったときのことを思い出させ，自分たちの行動を振り返らせる。
　о規則を守ろうとする側とゲームに流される側の登場人物のせりふを言わせ，主人公の気持ちを想像しやすくする。
８　指導と評価
「見学のきまりをもう一度たしかめましょう。」と言われて，「あああ。わかっているよ。」と心の中でつぶやいたときけんじさんは，どんな気持ちだったのでしょうか。





たくやさんに「順番なんかいいよな。」と言われてけんじさんはどんなことを考えたでしょう。





けんじさんは，病院のベッドでどんなことを考えていたでしょう。








今日の学習を通して何を学びましたか。








補「あいさんの言葉を聞いてけんじはどう思ったでしょう。











